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<実践研究>

視覚障がい者のおしゃれの意識についての一事例

一施設入寮者のスポーツ愛好者Aさんの場合一

大森宏一 1

The study about the stylish visual disorder person 

--Case study of entrance to a dormitory person of facilities woman sports fan Ms. A --

Kouichi Oomori 1 

Abstract 

This study， persons with visual impairments， and a survey focused on awareness of Ms.A. A's 

fashionable， especially amblyopia. Ms. A， that freedom is restricted in daily life that does not possess 

a driver's license and vehicle facilities and dormitories. The study， conducted by interviews in the 

interview for Ms.A. MS.A of the subjects was positive for high consciousness very fashionable. For 

subjects， stylish， will enhance the quality of life was regard巴das positive for the presence of his own. 

Stylish addition， the treatment of incurable diseases and said she could understand if people around 

the person and also an awareness ofthe severe disabilities. 

In future， the idea that there is a need to investigate and support the person with people with 

severe disabilities. 

上はじめに

2008 (平成 20)年度に出された厚生労働省社会・

援護局障害福祉部企画課 (2008)])のまとめによ

ると身体障がい者註1)数は 1980(昭和 55)年以降

増加傾向にあり、 2006(平成 18) 年度の調査で

は3，483，000人に昇っている。

障がいの程度についてみると、 1. 2級の重い

障がいを有する人数は 1，675，000人で身体障がい

者総数の 48.1%を占め前回の調査 2) に比べてその

割合が増加している O

中でも視覚障がい者は、 192，000人で 62.0%と

なっており、聴覚・言語障害者 112，000人(32.7%)、

肢体不自由者 761，000人 (43.2%)、内部障害者

610，000人 (57.0%) と比べると割合としていち

ばん多い。

しかし、重度の視覚障がい者の不自由さは障が

いの程度だけでは表わすことができない事項もあ

る。例えば、全盲と弱視者では違うことをあまり

考えられていない実情もあり、倉本は 3)視覚障が

い者の中でも弱視者について「拡大文字をはじめ

とする弱視者に対応したメディアの認知度は極め

て低い。それどころか、弱視者が、全盲者とは異

なる独自なニーズをもった集団であることそのも

のが、一般にはあまり理解されていないように思

われる O 視覚障がい者といえば点字と盲導犬しか

思い浮かべることのできないような貧困なる想像

力を、人びとが省みることは少ない。そうした状

況は、 10年前もいまもそう大きくは変わってい

ない。取り残された弱視者は、時に全盲者よりし

んどい立場におかれるのである。」と述べている。

このように、障がいを持った当事者からすれば

全盲と弱視において周囲の社会的要因からくる生

活の質の充実感において違いがある。

本研究では、視覚障がい者の中でも弱視者に
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視点を当て、おしゃれ註2) をすることによって

QOL註3)が向上することができるようになること

を明らかにすることを目的とした。

これまでの筆者の研究 (2010)4)では、 1人の車

いすの身体障がい者アスリート(肢体不自由)に

スポットを当てておしゃれをすることによって

QOLが向上することを明らかにした。

ただしそこでは、本人のおしゃれに対する高い

意識と、自動車運転やスポーツ活動などほとんど

を自立的に実施できるという条件がそろっている

ことが反映されていた。

そこで今回は、身体障がい者の中でも一番重度

の割合が高く、運転免許の取得が難しい弱視の視

覚障がい者で、職業訓練センターに入寮している

スポーツ愛好者の学生Aさんを事例に報告する。

対象者の Aさんは、自動車の免許取得が困難

なだけでなく、施設に入寮しているという環境か

ら、おしゃれに対してまた外出等の行動面に関し

でも自由度が制限されている。さらに、学生とい

う立場上においても経済的におしゃれにお金をか

けることが難しいと考えられる。

筆者 (2010)の研究 4)では「障がい者はおしゃ

れに関心のない人が多すぎる」や「障がい者であ

るために、おしゃれに対して介助者が大変なので

遠慮することがある」という被験者の声から、障

がい者本人と介助者がおしゃれに対して高い意識

を持っていないとおしゃれをすることが困難であ

ると述べている O

さらに岩波(1996)5) は「どんな服が着たい?

とかどんな色が好き?と聞いても『わからないJ
という答えが返ってくることが少なくありませ

ん。

このことはもともと障がい者の人たちは自分の

着るものに関心がないのではなく、そのようなこ

とにふれる機会が少ないことからきているのでは

ないかと思います。」と述べている O

このことからも、障がい者本人の意識と介助者

の意識が高くないとおしゃれとすることが難しい

と考えられる。

ここでは「障がい者は、本人と介助者がおしゃ

れに対して特に高い意識を持たない限り、身体的

状態、社会的環境がバリアとなり、おしゃれに対

して消極的になってしまう」との仮説をたて、お

しゃれをすることによって QOLが向上すると仮

定し、障がい者がおしゃれに対してより積極的に

なるにはどのような意識を持てばよいのかをイン

タビュー調査により検討した。

2.研究方法

(1)調査の概要

1)インタビュー法による聞き取り調査

視覚障がい者によって、生活上の個別ニーズが

多様で、あることは述べた。そのため障がい者を対

象にする場合、大規模な統計調査よりも個別ニー

ズが多様であることを鑑みてこのようなインタ

ビュー調査による質的研究を積み重ねていくこと

が重要であると考えられる。

質的研究の重要性について、藤田 (2010)6) は

身体障害者に対して質的研究を行う意義を「当事

者の『語り』を通して『障害の意味Jをとらえる

ことができる」とし、「さらに『この先、先天性

身体障害者の語りに関する研究が望まれるjJ。と

論述し、さらに質的研究は、「客観性には乏しく

標準化も困難であるが、個々の障がい者の思いや

語り、当事者にとっての障がいの意味をとらえる

ことは非常に有効な方法論であるとおもわれる。」

としている O

Z)対象者

本研究では、 H県K市における視力障害セン

ターにおいて鋪灸師・あんまマッサージ指圧師を

目指している国立障害者リハビリテーションセン

ター自立支援局 神戸視力障害センターの専攻科

(3年制)の学生でスポーツ愛好者の Aさん(イ

ンタビュー時 19歳)を対象とした。

また Aさんには、人権擁護上の配慮、不利益・

危険性の排除として、本研究での質問に対して「答

えたくない事柄、また答えることによって不利益・

危険性を伴うと感じた場合は答えなくてもよい」

ということをはじめに{云えインタビューに応じて

もらった。

さらに倫理上の配慮として Aさんであること

が限定されると不利益や危険性があると考えられ

る事柄についての詳細な記述は避けた。

①対象者Aさんについて

Aさんは、小学校の視力検査において原因不明

の網膜色素変性症註4) という障がいであることが
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わかった。これは進行性の難病指定をされている

病気である O 小学校、中学校は普通学校に通って

いたが、高等学校から特別支援学校に通うように

なった。

そして、 19歳という思春期・青年期と特有の

自分がどのように見られているか、という他者か

らの評価を意識する時期であると判断した。

さらにこの年齢の女性であることから特にお

しゃれに対する意識が高くなっていると推測して

Aさんが適切で、あると判断した。

私生活においてはスポーツが好きで、小学校よ

り柔道や陸上競技など行っている。

②対象者の選考理由

Aさんを対象としたのは以下の理由からであ

る。

また、スポーツ愛好者であることも対象理由と

した。障がい者であってもスポーツを行うときは、

人前に出ることが多いこと、練習等においても多

くの人とかかわりがあると考えたためである Oまず、インタビューによる 1時聞から 2時間の

拘束時間が本人の負担にならないこと O

表 1 Aさんについて

性別 女性

年齢 1 9歳

既婚歴 なし

現在の職業 学生(国立 K視力障害センター)3年制 銭師、灸師、あんま・マッサージ・指圧
師

希望の職種 ヘルスキーパー(企業内での銭灸・マッサージ師)

過去の既往歴 なし

病気・障害について 網膜色素変性症小学校 1年時の視力検査にて判明 原因不明 進行性で現在は視
力右0.04 左 0.08 視野狭窄夜盲
色弱ではないが、明るさによって色を間違える場合がある

障害等級 1種 2級

体調について 視力障害以外は異常なし

日常生活について 日常生活介助の必要はなしただし暗い場所、人込みでは危険なため白杖を持って
いる

現在の生活 障害者センター内の寮にて入寮中

生活について 土日以外は、学業。月曜日から金曜日までの授業時間
8: 50から 3:10まで授業
寮の食事時間朝食 8: 00昼食 12: 30夕食 17: 30 
入浴 3: 30 ~ 21: 30点呼 10: 00 
消灯時間は特に決められていない。部屋は個室

平日時の自由時間 平均 6時間

恋人の有無 有

移動手段 徒歩

自家用車の有無 なし

スポーツ歴 小学校より中学2年まで柔道 自宅近くの道場にて 初段
中学校では 3年間学校の部活動にて陸上部に所属し砲丸投げの選手として活躍(全
国大会上位入賞、近畿大会上位入賞・ JOCジ、ユニアオリンピック陸上大会上位入賞)
高校生からフロアーバレー ゴールボールなどを始める
高校2年生からブラインドサッカーを始める
現在Hチームに所属し近隣県内では唯一の女性メンバーで、ある
Kリーグにて新人賞受賞

アルバイト なし

クフブ活動時間 ブラインドサッカー 視力センターにて 週 1回 90分

県内所属のクラブチーム月 4回(土曜日)3時間程度
ゴールボール視力センターにて 週 l回 90分

ひと月の収入 6万 5千円(障害者年金)

ひと月に使うお金 5千円から 1万円

おしゃれに使うお金(月) 2千円から 3千円
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3 )調査日時

インタビュー調査は面接法とし、 2回行った。

第 1回目は 2011(平成 23)年2月24日(木)16 : 

1O ~17:30、第 2 回目は翌日の 2 月 25 日(金)

15 : 30 ~ 17 : 30である O

第 1回目は、 Aさんとのコミュニケーションが

主で Aさんと筆者との信頼関係を深めるため A

さん自身の障がいのことやこれまでの生活などを

インタビ、ユーした。また 2回目に行う質問事項の

内容を知らせて終了した。

第2回目は、本題としておしゃれの意識調査を

インタビューした。

4) インタビュー調査の場所

視力障害センターの教宮の個人研究室を借用し

て、 1対 1の面接法により実施した。

5 )インタビューの内容

インタビューでは下記の項目を質問事項とした。

①おしゃれは、普段からしているか。②おしゃれ

するときにバリアになっているものは。③おしゃ

れについてどう思うか。④寮に入ってから、おしゃ

れは変わったか。⑤障がい者が、おしゃれをもっ

と楽しむための課題は。以上の 5項目をインタ

ビューで尋ねた。

3.結果および考察

(1)インタピユ}時の Aさんの外見的様子と初

対面での印象

第 l回目のインタビュー時に Aさんは、ワン

ピースにハイソックスをはいて若者らしいが派手

ではない清潔感のある服装であった。

このインタビューでは、 Aさんとの信頼関係の

構築を得るため、このインタビューの趣旨や A

さんの障がいのことや今まで、の生活について情報

を聴取した。

第2回目のインタビューでは、違う服装をして

おり半そでシャツと長そでシャツの 2枚を重ね着

していた。そのことを聞くと、同じような~Ilでも

このように重ねたりアレンジしてりして違う感じ

に見えるようにしていると話した。

またスカートは盲学校時代の制服の丈を短くし

て着用しており、 1回目とは違うニーソックスを

ひざ上まであげて着用していた。

こちらのインタビューに対しては、どの質問に

も答えてくれた。はきはきとした受け答えと答え

方、さらにその内容から、 Aさんは、幼少時から

元気で活発な子どもであったことが伺えた。

特に障がいのことや病気のことについても嫌が

るそぶりを見せず、はっきりと答えてくれた。こ

のため非常に若々しく元気な女性という印象を

持った。

( 2 )インタビュー調査の結果と考察

1)Aさん自身のこれまでの生活や障がいのこと

について

Aさんは、小学校に入るまで、両親も視覚に障

がいがあるとは思っておらず、当時の健康診断に

よって、病気が判明した。両親はそういえば思い

表2 インタビ‘ュ一項目について

No 項目 設問理由

① おしゃれは、普段からしているか
おしゃれに関する意識の高さを象徴する項目である

と考えた。

障がいがあるがためにバリアになっているものがあ

② おしゃれをするときにバリアになっているものは るとすればそのことが、完全な社会参加への重要な

解決ポイントとして課題になると考えた。

対象者にとって、おしゃれをどのように考えている
③ おしゃれについてどう思うのか かを知ることと他の障がい者のおしゃれについても

思いが聴けるのではないかと考えた。

自宅での生活と、寮生活でのおしゃれに対しての違

④ 寮に入ってから、おしゃれは変わったか いを聴き、制限のある生活においてのおしゃれの変

化を知る 1つの手段としてこの項目を考えた。

⑤ 障がい者が、おしゃれをもっと楽しむための課題は
実際に、対象者がよりおしゃれを楽しむための具体

的な課題を明確にするためにこの項目を考えた。



当たる節があると記憶している程度であった。

現在の視力は、右 0.04、左 0.08であるが視野

狭窄がある O また暗くなると見えにくくなる。第

1回目のインタビュー終了時間の 17:30過ぎに

は廊下を歩くことが難しくなるということであっ

た。

ただし暗くても光るものは見えるということ

で、花火や夜景は見えるということであったが、

星は見た記憶がないと言っていた。

弱視ではあるが、文字は、ポータブル拡大読書

機(クイックルック)を使用して読むことができ

る。教科書のような文字もそれによって読むこと

ができる。携帯電話のメール機能も使いこなすこ

とができる。

実際、インタビューの後にメールのやり取りを

行ったが、こちらのお礼メールに対してすぐに返

信してくれた。

Aさんは、中学まで普通の学校に通っており、

高等学校から盲学校に通うようになった。

これは、 Aさんの障がいが進行性の難病であり

中学校までは教科書が読めたが、高等学校に通う

ころにはそれが難しくなったことによる。

スポーツについて尋ねると Aさんは、「スポー

ツは見ることもすることも好き」と答えてくれた。

友達とプロ野球やサッカーの応援をしたりするこ

ともあると答えた。

野球やサッカーだけでなくスポーツ選手が好き

でいろんな選手を見たりすることも刺激を受ける

ので好きであると言っていた。

また Aさん自身のスポーツ歴は、小学校から

柔道をしており初段の腕前である。中学校では、

3年間陸上競技部に所属し砲丸投げで全国大会で

も上位入賞をしている O

JOCジュニアオリンピック陸上競技大会にも出

場しこちらも砲丸投げにおいて上位入賞を果たし

ている。

盲学校時代から、フロアバレー、ゴールボール、

ブラインドサッカーを始めた。現在はブラインド

サッカーに力を入れており、近隣県内では唯一の

女性メンバーとしてクラブチームで活躍してい

る。地域の Kリーグにおいて新人賞を受賞する

ほどの腕前である O

Aさん日く、ブラインドサッカーは、今までい
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ろいろとスポーツをしてきたが唯一ほめられな

かったことが逆に彼女の闘争本能に火をつけたよ

うである。 Aさんのスポーツに対する能動的な姿

勢が伺えた。

現在の自由時間について尋ねると、寮内ではあ

るが時間は 1 日平均 5~6 時間あるという。

その使い道であるが、テレビを見たり、音楽を

聴いたり携帯電話でインターネットの小説を読ん

だりして過ごしている O

また、インターネットで、ファーストフード庖

のクーポンを探したり、美容室のクーポンを探し

たりして、安いお得な情報収集をして楽しんでい

る。

Z) Iおしゃれは普段からしているか」という質

間に対して

①全般的な回答

毎日している、と答えた。寮にいても同じもの

を2日続けて着ないようにしている O

これは第 1に清潔に見られたい、第2に服装の

組み合わせを行ってたくさん服を持っているよう

に見せてたい、さらに自分の服を見てくれた人の

反応を見て楽しみたいと答えた。実際に 2回目の

インタビュー時の重ね着がそれであり、そのよう

にしておしゃれを楽しんでいることを垣間見るこ

とができた。

さらにスポーツをするときは、特に人と同じ格

好をするのが好きではないと答えた。ブラインド

サッカ}ではアイマスクを使用するが、従来ある

青色のものではなく、ピンクにアレンジして(母

親につくってもらったと話していた)つけている

と言っていた。

またここでも、自分の服装を口に出して言って

くれる人がいるのでそのような人の反応を見て楽

しんでいる自分がいると話してくれた。

Aさんはおしゃれをして自己満足するだけでは

なく、他人の反応を見て楽しむことで生活をより

豊かにしているように思われた。

③髪型についての回答

髪は、カラー(毛染め)を入れるのが好きであ

ると答えた。 Z，3か月に 1回ほど美容室に行っ

て染めると言っていた。

これは、 Aさん自身、白髪が多いということも

その理由であると答えた。ただ自分では、白髪の
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ことはあまり気にしていないという。また、安い

ところを探して染めているが、インターネットを

使ってクーポンを見つけたりすることも楽しんで

いるという o Aさんは、「今度 1，000円で染めて

くれるところを見つけた」と言って笑顔で答えて

くれた。

④メイクについての回答

メイクについては、「しない」と答えた。理由は、

うまくできないし、下手にやって何か言われるよ

りは、やらない方がましとのことであった。

さらに、メイクの道具も一切持っていないとの

ことであった。リップクリームなどは、唇が荒れ

たときのために持っていて特に冬場はよくつける

とのことであった。

⑤装飾品についての回答

現在、医療従事者になるために勉強しているの

で、学校でも奨励されていない。特に「指輪、ピ

アスなどはしない」と答えた。

またネックレスも使用しておらず、特にこだわ

りはないと言っていた。

実際Aさんは、装飾品をつけておらず、手首

に髪を束ねるためのゴムをしていた。髪止めのゴ

ムには少しこだ、わりがるようで、アニマル柄のゴ

ムであった。

⑥靴についての回答

靴は、こだわりがあり、履きやすさを重視して

いて高いものでも買うと答えた。

これは、やはり、暗いところや地面が見えにく

いため、なるべく丈夫で安定感のあるものを履か

ないと怪我をする危険があるためではないかと考

えられる O

⑦考察

現在 19歳の Aさんは、おしゃれをすることに

より自分の QOLを向上させるツールになってい

るようである O また、もうひとつ、他人の反応を

見て楽しんでいるという印象を受けた。本山・岡

崎 (1996)7)が「自分は他者からどう思われてい

るのだろうかという他者の中にある自分の発見で

ある」と、あるいは松崎 (2001)8)は「自分はど

のように見えるだろうか」と述べていることから

も、 Aさんは、思春期特有の他者から見られる自

分を意識していると思われる。

自分のおしゃれによってどのように他人が反応

をするのかを楽しむことで人とのコミュニケー

ションをとっており、おしゃれに対して評論して

もらうこと自イ本も楽しんでいることが伺えた。

3) Iおしゃれをするときにバリアになっている

ものは」という質問に対して

①回答結果

お庖で、服の色を間違えるときがある O これは

お庖の照明が暗いところでそうなるので、明るい

ところまで、持って行って見ないといけないことが

あると答えた。また、値段表が小さいので見るの

が大変なことがバリアであるようである O だから

買い物に行くときは、友達と行くと時間がかかっ

て申し訳ないという気持ちがあり、たいていは 1

人で行くと答えた。

さらに、洋服の日焼けや、ほつれなど気付かず

に買ってしまうことがあるという O

加えて、 Aさんは、いろいろな屈に行くのが好

きであるが、屈に行くまでに迷うことがあるため、

路上において知らない人に道を尋ねなければなら

ないことがあると言う o Aさんは、知らない人に

道を聞くことは苦にならないと言っていた。した

がって、 Aさんの場合はこのことについては、バ

リアであるとは考えられないと思われる O

自家用車に乗れないことについても、自分の行

きたい場所へは尋ねながらであっても不自由は感

じていないため、自家用車に乗れない、持ってい

ないということはあまりバリアと感じてはいない

ということであった。

②考察

自家用車に乗れないことが、大きなバリアに

なっていると思われたが、 Aさんの場合、知らな

い人に道を聞くことがあまり苦痛でないという O

Aさんにとって、移動手段はバリアに関係がない

と考えられる O

しかし百舗において、ショッピングするときに

は、値札や、買うものの品質については、多少な

りともバリアがあるようである。 Aさんの場合は

これも、 Aさん持ち前のパーソナリティによって

庖員さんとのやり取りで超えられるバリアである

と思われる。

今後、障がいの程度が進みさらに見えにくくな

るとバリアができると考えられるが、おしゃれを

楽しみたいと思う意識があれば、 Aさんの場合は



現在と変わらずにおしゃれをすることができると

考えられた。

4) iおしゃれについてどう思うか」のという問

いに対ーして

①回答結果

Aさんは「おしゃれは気軽に楽しめて、生活を

よくすることのできるもの」と答えた。

さらに、 Aさんは「おしゃれは、金持ちでも、

貧乏でも楽しめる O また障がいがあっても楽しめ

るもの」と答えた。 Aさんにとっては、自己満足

であるとも答えていたが、おしゃれが現在の A

さんの生活を楽しくするツールになっていること

は確かである O

さらに Aさんは、次のように付け加えている。

「可愛い服を着れば可愛くなれる。服によってま

た、色によって精神的なものを左右する。おしゃ

れは服だけではなく、小物や持ち物でもできるの

で、自分に合った範囲で楽しんでいる」という。

また、アニマル柄が好きで、この柄は流行りを

気にせず長く使えるところが気に入っており、「髪

止めや、ストッキングなどアニマル柄のものをた

くさん持:っている」と日昔していた。

おしゃれについて Aさんは、「自己主張の場で

ある」とも答えている O 難しく考えることではな

したとえ重度の身体障がい者であっても、介助

者の理解があれば望めばいくらでもできると答え

た。

さらに、難病であっても、おしゃれをすること

は病気を治すことに比べると簡単なので出来るこ

とだと思うと言っていた。

たとえどのような状況になっても、おしゃれに

ついては「主張しでもよいと思う」と話していた。

②考察

重度の障がいや、難病であっても「おしゃれを

することは、簡単なことである」と言った Aさ

んの言葉が非常に印象的であった。

ベットの上であってもできるおしゃれは様々あ

り、本人の意識と介助者の理解があれば出来るこ

とがあるという能動的な考えを知ることができ

た。

これは、障がい者だけではなく、難病や、進行

性の病気、末期がん患者などにも当てはまること

でないかと思われる O 人生をいかに最後まで自分
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らしく生きるかということを介助、看護する人が

理解し本人の意向に寄り添うことが重要で、あると

考えられる。

上記のような考えは、レクリエーションの基本

的な考え方を象徴するものであり、「レクリエー

ションは人間らしい生活に欠かせない『楽しみJ
を生み出すさまざまな営みを総称するものであ

り、人の生存権と自由および幸福追求権に基礎を

置いている。J9) という理念と合致すると考えられ

るO

重度の障がいや、難病、末期のがん患者であっ

ても、出来る範囲で本人が望むならばおしゃれす

ることへの支援は「基本的人権」を守る上でも介

護する人や周りの人が理解し考えなければならな

いことであると思われる。

5) i寮に入ってから、おしゃれは変わりました

か」の聞いに対して

①回答結果

着る服自体は変わってはないと答えた。ただし

寮では外にでない日がほとんどで寮内は部屋にエ

アコンがあるので薄着が多いと答えた。また、外

出するときは近い場所でもちゃんとした服に着替

えるようになったと回答した。

自宅にいるときのことを聞くと、実家では電車

に乗ってでかけないかぎりは、ジャージで過ごし

ていたようである。実家は田舎であったので、あ

まり派手な格好はしていないと答えた。その理由

は目立つということと、知っている人が見ている

のが何となく嫌だ、ったという理由である。そのか

わり電車出でかけるときは、それなりにおしゃれ

をして出かけていたようである O

現在は、実家よりも都会的なのできちんと着替

えるようにしていると答えた。

②考察

ここでも Aさんは、他人からどのように見ら

れるかを非常に気にしていることが伺えた。

Aさんにとってのおしゃれは、自分ひとりで楽

しむものではなく、他人との関わりにおいて、自

分がどのように見られているかということを楽し

んでいるようである。

社会生活をするうえでは、他人と関わらない生

き方はできないが、 Aさんは、その関わりにおい

て自分のおしゃれがまず関わるきっかけとしての
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ツールにしているようである。

おしゃれが、人との関わりにおいてそれを円滑

に進めるものとしてのツールであるとすれば、障

がい者・健常者に関わらず生活の質を向上させる

ものであると思われる O

(財)日本レクリエーション協会はレクリエー

ションの最終的な目的として、「個人の主体的

な活動を伸ばすことにあり、自己実現と個性の

発揮の機会となることにその最終的な目的があ

る。」削としているカ昔、まさに Aさんにとっての

おしゃれは、レクリエーション活動そのものであ

ると思われる O

6) I障がい者が、もっとおしゃれを楽しむため

の課題」という問いに対して

①回答結果

まず本人がおしゃれをしたいと望むことが一番

であると答えた。そして、周りの人がおしゃれを

することを理解してくれることが大事と答えた。

特に障がい者は、誰かの手が必要なことが多いの

で、その手伝いをする人のおしゃれに対するセン

ス註5) も非常に重要になるといった。

これは施設の職員であったり、保護者であった

り、介助者であたりするが、そのような人のおしゃ

れに対するセンスが障がいを持っている人とお

しゃれの考え方の噌好や傾向が似ている、または

同じようであることが重要である。おしゃれのセ

ンスが異なっていると本人が思うようなおしゃれ

ができないので、障がい者のおしゃれに対して柔

軟な考えを持って取り組み方を考えてほしいと

語った。

さらに、障がい者がおしゃれをしていることに

気づいてほめること、存在を認めることが障がい

者にとって嬉しいことであると話した。些細なこ

とであるが一言で良いから声をかけることをで社

会が変わるのではないかと付け加えた。

②考察

障がい者は、介助が必要な場面が多いため、や

はり介助する人、家族、施設職員など周りの理解

とおしゃれに対して本人の考えに沿った柔軟な考

え方が必要で、あることは確かで、ある。些細なこと

からでもよいので障がい者がどのようなおしゃれ

をして生活をより豊かに楽しみたいのかを知るよ

うにするという意識が常に必要であると思われ

る。

Aさんの場合は、視覚に障がいを持っているが、

おしゃれに対してはほぼ自分で思うようにでき

る。しかし、そうでない場合は、周りのおしゃれ

への配慮が欠かせないと言える。

さらに、おしゃれをしていることを周りの人が

褒めることは、その人自身の存在を肯定すること

にもつながるので、特に重度の障がい者にとって

は、非常にうれしいことではないかと考えられる。

おしゃれを意識して行い実施することは障がい者

のQOLを高めることにつながる。

おしゃれの意識を高め周りの人が理解を示すこ

とは、障がい者の存在を肯定することでもあり、

社会的に孤立化しやすい障がい者を社会全体で受

け入れようとすることにもつながり、障がい者を

孤立化させないようにすることに関連してくる O

岡田 (2006)11) ，土、「孤独であること、社会的に

孤立していることは、一般に人の身体的、精神的

健康に否定的な影響を及ぼすことが知られていま

す」と述べているが、孤立しやすい立場にある障

がい者にとって周りの人が、支援することはより

健康的な社会生活を送る上で欠かせないことであ

ると考えられる。

7)総合考察

インタビューを通して Aさんが、おしゃれに

対して非常に積極的な意識を持っていることが明

らかになった。

Aさんにとってのおしゃれは、社会生活をする

うえで欠かせないツールとして、また、存在を肯

定する要素のーっとして使われているようであ

るO

Aさんは、スポーツの場面においてもこれまで

非常に優秀な成績を上げておりそのことだけでも

存在意義を見出しているはずである。

また、おしゃれをすることにより他者の好意の

ある助言を受けたりする関わり通じ自分の存在を

確かめているような印象を受けた。

前回の筆者の研究 4) では、肢体不自由者で車い

すでの自宅生活を送っている女性にインタビュー

を行ったが、本研究の対象者である Aさんにも

共通して、おしゃれに対する意識が非常に高いこ

とがわかった。



4. まとめ

本研究では、「障がい者は、本人と介助者がお

しゃれに対して特に高い意識を持たない限り、身

体的状態、社会的環境がバリアとなりおしゃれに

対して消極的になってしまう」との仮説のもと、

視覚障がい者Aさんを対象としてインタビュー

法によりおしゃれの意識について調査した。

Aさんの事例により視覚に障がい者があって

も、積極的におしゃれを楽しみ QOLを向上させ

ている様子が事例的ではあるがとらえることがで

きた。

これは、本人のおしゃれに対する高い意識と寮

生活ではあるがほとんど自立生活ができているこ

とによるものと思われる O また自家用車の運転は

できないが、公共交通機関を使い、わからない道

は他人に聞くことが容易でありそのこと自体はバ

リアにならずおしゃれを楽しむことができる要因

であると思われる O

もっと重度の障がい者や、難病の方の場合はど

うかと聞いたが、障がいや、病気を治すことより

も、おしゃれをすることは簡単で手軽にできると

言っていたことが非常に印象的である O

障がいの進行や、病気が悪化していく中でもお

しゃれは工夫次第でそれらの改善や治療よりも簡

単であると考えられる O しかもそのことが QOL

の改善にもつながるという Aさんの考えは建設

的であり、これは Aさんの日ごろから人生に対

して前向きに生きている生き方から出た言葉であ

ると思われた。

そして、Aさんは、少ない出費でも多様なおしゃ

れが可能であることを強調している。

また、 Aさんは介助する人の理解とおしゃれに

対するセンスを強調したことから、おしゃれをす

る際に、自分の意思をうまく伝えられない人の支

援についてどのような課題があるかを明確にする

必要性を感じた。

今後の研究課題としては、障がい者の意識調査

の蓄積を行いながら並行して介助する人や家族な

ど周りの人の障がい者のおしゃれに関する意識調

査も必要であると感じた。

註

註1)I障害者」の記述については、「害」の漢字
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を偏見ととらえられることがある O よって

本論文では、ひらがなの「がい」を用いた。

ただし引用丈献については、そのまま引用

した。

そのため「障害者」と「障がい者」の両方

が用いられている。

註 2)本研究では「おしゃれ」の定義を、髪型、

化粧、服装など身なりに気を配ること(さ

ま)。また、そのような人をもいう。さら

にその人の所持品(カバンや携帯電話等)

も含む。

註 3)本研究において QOLは、 Qualityof Lifeの

略語として「社会的な場面から見た生活の

質」と定義づけた。

註4)網膜色素変性症

遺伝的に網膜の視細胞、色素上皮細胞が壊

れていく病気。国の特定疾患治療研究事業

対象疾患(難病)指定されている O 症状と

しては、幼少期より夜盲、視野狭窄、視力

障害がおこる。長期にわたり徐々に進行し、

それと一致して視野欠損、視野狭窄が起こ

るO 白内障や緑内障を併発することも少な

くない。視野は中心だけ残して著しく狭窄

してついには失明する。12)

註 5)Iセンス」について、ここでは美的感覚や

感性とした。
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